
地域で暮らし続けることができる
サステイナブル・スパースシティ

の実現に向けて

人口減少により空き家や空き地、耕作放棄地などの空地がランダムに発生する都

市のスポンジ化が進行しています。空間的なスパース（＝疎）が、人々の幸せと地域

の持続可能性を実現するサステイナブル・スパースシティを豊橋市の強みである園

芸農業と田園都市構想を基軸に実証していきます。

財政悪化

サービス業の衰退
医療、福祉、商業、公共交通等
の生活サービスの縮小・衰退

地域の環境悪化
安全性や衛生面の悪化
地域の活力・魅力の低下

雇用機会の減少

生活困難
介護難民、買い物難民など
マイカーを運転できない

高齢者、学生

人口の流出

コミュニティ希薄化

スポンジ化
人口密度の低下

都市
中心

空き家

空き地耕作放棄地
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現在 10年後

2. 課題放置

3. 課題放置の未来

6. 課題の解決

7. 課題解決した未来

1. 現状

5. 課題の認識

N. バックキャスト

4. バックキャスト

「豊橋未来共創プロジェクト」は、豊橋市の産業や社会が抱える課題に対して、豊橋

市の産学官のさまざまな構成メンバーが「共創」を通じて、自律的・持続的な課題解

決のための基盤（プラットフォーム）や新たな生態系（エコシステム）を創り出すことで、

豊橋の未来を切り拓いていくことを目指す「産官学共同のプロジェクト」です。

当⽇の様⼦ イベントの概要 イベントを紹介した新聞記事

キックオフ・シンポジウムの様子バックキャストからの概念図

サステイナブル・スパースシティ

次世代園芸農業による緑豊かで

活力ある都市空間の創出

•スマートミニマムな次世代園芸農業
•コミュニティ農園の持続的な運営

目標

流通・交通連携による

生活と食の安心の維持・向上

•農業生産空間と都市空間における持
続的な流通と交通

•災害時の地域内食糧流通確保
目標

農を通じた健康維持と

コミュニティ活性化

スマートミニマムな
次世代園芸農業モデルの開発

•植物診断に基づく適正環境制御技術の開発
•空地を活用した次世代園芸農業の社会実験

の実現

野菜も人も運び災害後にも活躍する
運輸システムの開発

•流通（野菜）と交通（人）を担う過客混載運輸
モード・サービス形態の開発

•農業流通システムの災害時脆弱箇所の抽出と
大規模災害後活用計画

農を通じた医療の日常化とコミュニティ
活性化のための情報システム開発

•農作業のリハビリ効果測定技術の開発・実証
•コミュニティ農園を核とするコミュニティ活性化支
援情報システムの開発

地域で暮らし続けることができる
サステイナブル・

スパースシティ共創拠点

拠点名

•農を通じた健康維持・医療の日常化
•農を通じたコミュニティの活性化

目標

4. Communal * Design
（コミュナル * デザイン）

•共創プロジェクト＆スタートアップのためのデジタルコミュニケーション基盤の開発
•全国高専生・技科大生のためのスタートアップエコシステムの構築

オープンデータプラットフォーム

データの生成・蓄積

データの活用

1. Smart Minimum Market-garden
（スマートミニマム・マーケットガーデン）

2. Smart Versatile Mobility
（スマートバーサタイル・モビリティ）

3. Smart Agricultural Community
（スマートアグリカルチャル・コミュニティ）

コミュニケーション・デジタルデザイン＆ビジネスデザイン

空間が変わる 人と空間の関係が変わる 人が変わる


